
《法令等で定められた事項》

安全における重点推進項目 （接客・接遇サービス） （安全衛生関係） （車両関係） （服務規程・その他）

《事業用自動車を運転する心構え》 ・お客様の立場になった接客 ・定期健康診断と脳ドック ・日常点検の重要性 ・決められた制服の正しい着方

《事業用自動車の運行の安全及び旅客の ・出会い、別れの挨拶の励行 ・睡眠時無呼吸症候群検査(3年に1回) ・ﾎｲｰﾙﾅｯﾄの規定ﾄﾙｸ締付 ・基本法令と運送約款

安全を確保するために遵守すべき基本事項》 　（ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ着用案内の徹底） ・寝不足疲労の防止 ・ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃について ・運輸安全マネジメントについて

・春の全国交通安全運動 ・高齢者、車椅子使用者の介助方法 ・健康管理について ・ｴｱｺﾝ操作と故障時の対応

・新入学児童、歩行者との事故防止 ・新型コロナウィルスへの対処方法

・行楽期の事故防止

《事業用自動車の構造上の特性》 ・清潔なﾊﾞｽの提供 ・健康診断結果、その後の対策 ・車両清掃について ・報告、連絡、相談の徹底

《乗車中の旅客の安全を確保するために留意すべき事項》 ・乗降時の乗客の取扱い (ﾎﾞﾃﾞｰ、車内、ﾄﾗﾝｸ内） ・帳票類の正しい記入方法

《旅客が乗降するときの安全の確保するために留意すべき事項》 ・ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱでの安全誘導 ・ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾗｼﾞｴｰﾀの水、

・梅雨期、降雨時の事故防止 　ﾊﾞｯﾃﾘｰ液の点検について

・ﾋﾔﾘﾊｯﾄ情報の収集と集計、共有

・異常気象時の対処

(ｹﾞﾘﾗ豪雨、台風時)

・夏の交通安全事故防止活動

《健康管理の重要性》 ・添乗員、ｶﾞｲﾄﾞ、責任者との行程打合せ方法 ・飲酒運転防止について ・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞについて ・酒気帯び運転の禁止

・夏休みの児童の保護、二輪車との事故防止 （酒量1単位の量と体内残留、アルコールの知識） ・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟと地球温暖化 （乗務前日、休日のｱﾙｺｰﾙ摂取等）

・労働基準法・改善基準告示等について ・熱中症予防と対策

・夏ﾊﾞﾃ予防と健康管理

（暴飲暴食、夜更し、冷房、深酒）

《主として運行する路線若しくは経路又は ・苦情、遺留品の絶滅について ・残暑に負けない体調管理 ・車両搭載備品の総ﾁｪｯｸ ・始業、終業点呼の重要性

　営業区域における道路及び交通の状況》 ・制服、身だしなみ、乗務員の ・燃費の向上に関心を持つ ・就業中の喫煙について

《交通事故に関わる運転者の生理的 　喫煙ﾏﾅｰについて

　及び心理的要因、これらの対処方法》 ・車内禁煙に対する接客

・秋の全国交通安全運動

・交差点における事故防止

・起こしやすい事故ﾊﾟﾀｰﾝﾁｪｯｸ表による

　自己分析

《運転者の運転適性に応じた安全運転》 ・当日集金のあった場合の収受方法 ・寒い時期の血圧上昇について ・ｽﾀｯﾄﾞﾚｽﾀｲﾔの使用について ・基本法令と運送約款

・年末年始の自動車輸送安全総点検 ・危険ﾄﾞﾗｯｸﾞ等の恐ろしさを知る

・適性診断から見た個人の弱点指導 ・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防対策

・ﾋﾔﾘﾊｯﾄ情報の収集と集計、共有 ・うがい、手洗いの励行

・ﾁｪｰﾝ着脱指導（実技訓練）

・薄暮時の早めのﾗｲﾄ点灯、ﾊｲﾋﾞｰﾑ走行

《危険予測及び回避並びに ・お客様への言葉遣いについて ・年始における健康生活設計 ・車両清掃について ・運転中の携帯電話、

　緊急時における対処方法》 ・運行形態に沿った接客方法 　年間目標の設定 (ﾎﾞﾃﾞｰ、車内、ﾄﾗﾝｸ） 　ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの取扱について

《非常用信号用具、非常口、消化器の取扱いの指導》 （冠婚葬祭、ﾂｱｰ、学生、外国の方等） ・風邪予防の徹底、薬の副作用について ・消火器、発煙筒、三角掲示板等取扱い ・宿泊時のｱﾙｺｰﾙ検知器

・年末年始の自動車輸送安全総点検 　の正しい使い方と点呼連絡

・年始の事故防止目標及び対策

・危険な運転習慣ﾁｪｯｸ表による自己分析

・普通救命救急・AED講習(外部講習受講）

《ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰの記録を利用した運転者の ・ｷｬﾗﾊﾞﾝ（梯団運行）時における ・生活習慣予防月間 ・ﾋｰﾀｰの操作について ・会社貸与品の取扱いについて

　特性に応じた安全運転の指導》 　連携について ・花粉症対策 ・車両の取扱い説明書を ・運行管理者講習

《ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰの記録を活用したﾋﾔﾘ･ ・宿泊先でのﾏﾅｰについて 　再確認して取扱を理解する

　ﾊｯﾄ体験等の自社内で共有》

《安全性の向上を図るための装置を

　備えるﾊﾞｽの適切な運転方法》

・春休みの児童の保護、二輪車との事故防止

◎毎回実施する事項 ◎通年で実施する事項

　・ﾊﾞｽ協会、関係当局からの通達 　・運輸安全ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進方針の徹底　

　・交通規制、道路状況の通達 　・運行管理者基礎講習の乗務員全員受講（希望者は運行管理者試験受験）

　・苦情事例による再発防止対策 　・自動車安全運転ｾﾝﾀｰ中央研修所への教習派遣

　・全車車両の車検・点検ｽｹｼﾞｭｰﾙ確認と車両の情報共有 　・ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰの映像での教育実施(四半期に1回）、ヒヤリハット収集
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